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（受理　2022年12月 9 日）

岩手医科大学　教養教育センター　人間科学科心理学・行動科学分野
Division of Psychology and Behavioral Sciences, Department of Human Sciences, Center for Liberal Arts and 
Sciences, Iwate Medical University

1 ．はじめに
　新型コロナウイルス感染症が蔓延したことにより，多くの業種でリモートワークの普及が加速し
た．会議，セミナー，学会のオンライン開催が特別のことではなくなり，教育の分野でもオンライン
講義が普及している．多職種連携教育においても，医学教育モデル・コア・カリキュラム1）が，多職
種連携教育（以下IPE）に具体的にイメージできるカリキュラムを求めていることから，実際に多職
種連携を経験できるオンラインWSの実施が試みられるようになってきた2）．本学でも2020年度から
感染予防の観点から，IPEワークショップ（以下WS）を安全に実施するため，オンラインWSを実施
している．
　本研究では，2021年度に企画・実施したテキストコミュニケーションによるオンラインWSの内容
を紹介するとともに，WS終了後に実施した振りかえりアンケートの結果を分析することにより，テ
キストコミュニケーションによるオンラインWSの学生の多職種連携への理解を深める手法として有
効性を検討することを目的とする．

2 ．対象および方法
2 . 1 　対象
　2021年 5 月，岩手医科大学 3 年次学生312名（医：124名，歯：49名，薬：50名，看：89名）を対象
として，オンラインWSを実施した．
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2 . 2 　方法
　WSでは 4 学部学生混成の43グループに別れ，多様な場面における多職種の役割をグループごとに
検討した．WSは 9 教室（M： 3 室，D： 2 室，P： 2 室，N： 2 室）に分かれて実施した．担当教員
43名（ファシリテーター： 9 名，テューター：34名）が各 1 チームを担当した．ファシリテーターは
各会場で進行を統括し，テューターは各自の居室からWeb上でWSに参加した．ディスカッションに
はWebClassのチャット機能を，プロダクト作成にはディスカッション過程をチーム全体で把握でき
るように企画・作成した作業用テンプレートとまとめ用テンプレートの二種類を用いた．ファイルは
OneDriveで各自のPC画面上で共有して共同編集した．また，WS終了後に振りかえりアンケート調
査を実施し，将来の自職種の役割のイメージ，多職種連携についての理解度等に関する自己評価と
WSから得たことについての自由記述を求めた．アンケート調査については，カリキュラム初日に実
施の趣旨を説明し，公表にあたって個人が特定されないことを保証して，倫理的配慮を行った．

3 ．WSの実施手順
3 . 1 　個人ワーク
　Tony Buzan公認アドバンス・プラクティショナーの資格を持つ科目責任者によってマインドマッ
プに関する説明を実施した後，WSを開始した．WS課題には前報4）と同様に，リハビリ，在宅医療，
老々介護，災害等に関する 9 つの場面についての事例を用い，それをチームごとに割り当てた．課題
の事例は，「73歳の男性； 4 カ月前，脳梗塞を発症，救急車で運ばれて手術後退院しましたが，左半
身マヒが残り，リハビリを行っています」，のように簡単に示されており，WSではそれぞれの事例
において解決すべき問題点とその解決に関わる多職種の役割と職種間の連携について検討させた．
　WSは個人ワークとグループワークからなっている．はじめに個人ワークを実施し，事例に関わる
職種についての検討結果を整理・分類するため，マインドマップを作成した．マインドマップは図 1
に示す作成イメージを参考にしてミニマインドマップとして作成した．グループワークでは，各自が
作成したミニマインドマップを基にしてディスカッションし，グループマインドマップの代替とし
て，まとめテンプレートを完成させてプロダクトとした．さらに，レポート課題としてプロダクトを
基にして各自でフルマインドマップを作成した．

図 1　ミニマインドマップの作成イメージ図

　ミニマインドマップは以下の手順で作成した．①担当する事例で取り上げている場面にタイトルを
つけてセントラルイメージとし，用紙の中央に書く．②事例の内容から事例において解決すべき問題
点を検討し，用紙の上部に列挙する．③セントラルイメージからメインブランチを伸ばし，ブランチ
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がアンダーラインになるように問題解決に関わる職種を書く．メインブランチは問題解決に関わると
考えられる職種の数だけ増やす．④図 1 のイメージ図に従って，メインブランチから，さらにサブブ
ランチを伸ばし，職種の役割を思いつくだけ単語で書く．サブブランチの数は， 5 W 1 Hを念頭にお
いて，「いつ，誰が，誰に，何を，どこで，どのように」，行うかを検討しながら，第 3 階層，第 4 階
層とどんどん描く．最初は自分の将来の職種について検討していき，すべての職種についての作業が
終了した後，関連性のあるところを矢印でつなぎ，全体の中で重要な部分にクラウドマークつけ，優
先度や順序に応じてナンバリングや，マーキングさせて個人ワークを終了した．

3 . 2 　グループワーク
　問題解決のための多職種の役割を確認するため，WebClass会議室のチャットで意見交換し，
OneDriveを用いてワードファイルを共有してチームのまとめを作成した．ワークには，作業用テン
プレートとまとめ用テンプレートの 2 種類を用いた．グループワークの手順は以下のとおりである．

【Step 1 】
　全員がチャットに示されたURLをクリックし，ワードファイルを開き，テンプレートとチャット
の両方を画面に表示し，同時に確認できるようにした．

【Step 2 】
　事例について解決すべき問題点を各自で作業用テンプレートに記入し，すべてのメンバーが記入し
終えた後，チャットでディスカッションしてチームとしての優先課題を決定した．決定した優先課題
はまとめ用テンプレートの【解決すべき問題】に記載した．

【Step 3 】
　グループで決定した優先課題を解決するために必要な各自の将来の職種の役割を，作業用テンプ
レートの将来の職種名該当欄に記入した．作業ファイルへの記入は個人ワークで作成したマインド
マップを基にして行い，図 2 に示す転記例に従って，「誰に，何を，具体的に」を踏まえて「学部，
番号，行為，誰に，何を，具体的に」のすべての項目に記入した．またこの時，ファシリテーターか
ら不足分を検討してできるだけ多くの欄に記入するように指示した．

図 2　マインドマップから作業用テンプレートへの転記例
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　さらに，ファシリテーターから以下の注意事項を確認した．①対象が複数の場合は，「 1 ， 2 」の
ように分けて書き込む．②対象番号に対応するように「何を」の欄に記載．次の階層に分かれない場
合は 1 行に書き込む．③「何を」が複数に分かれた場合は，「具体的に」の欄に対象番号を対応させ
て書き込む．④書き込むことがない場合は空欄にする．

【Step 4 】
　役割の不足を他のメンバーが補足し，将来の職種以外で関わる多職種とその役割をチームで検討し
てまとめ用テンプレートに記入させた．

【Step 5 】
　各職種について連携する職種を記入し，課題解決のため最も優先順位の高い行為を選択してナンバ
リングさせた（表 1 ）．

表 1　まとめ用テンプレートの記載例

【解決すべき問題】
　患者の身体機能の改善　　　　�

【事例に関わる職種と役割】

職種
役　割

行為 誰に 何を 具体的に その他 連携する職種

医師

傾聴　①

1. 患者 1. 痛み
1. 希望 看護師

理学療法士2. 夫 2. 不安 2. 物忘れ
2. 体力

治療 患者 看護師
理学療法士

処方 患者 痛み止め 薬剤師

理学療法士 リハビリ 患者 マッサージ
機能訓練 医師

ケアマネージャー 支援 患者 介護計画 要介護支援 保健師，医師
ヘルパー

以下，事例に関わる他の職種とその役割

4 ．結果
4 . 1 　WS振りかえりアンケート
　WS後に実施した振りかえりアンケートは 6 項目の質問項目（表 2 ）からなり，WSによって獲得
した課題解決に関わる多職種の役割と連携についての理解度について回答させた．Q 1 ～Q 5 までの
回答は「 1 ：不十分だった～ 5 ：十分だった」の 5 段階の順位尺度で自己評価させた．Q 6 について
は200字程度の自由回答とした．図 3 に示すように，各質問についての自己評価では， 5 段階評価の
4 以上であった学生の割合がすべての項目において88％以上であり，WSを経験したことによって，
自分の将来の職種の役割を理解でき，保健，医療，福祉に関わる多職種連携がイメージできたことが
示された．
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4 . 2 　自由記載のテキストマイニング
　多職種連携について学んだことや考えたことに関するQ 6 の自由回答をテキストとしたデータセッ
トを作成し，テキストマイニングツール KH Coder 3 3）を用いて解析した．全テキストを形態素解析
によって品詞分解し，すべての語の出現頻度を算出した．その結果，出現頻度25以上の単語が52語抽
出された（表 3 ）．出現回数が最も多いのは，「職種」であり，「医療」，「連携」，「患者」と続いた．
ついで，学部ごとに特徴的な語を抽出した（表 4 ）．学部と各単語との共起性の強度はJaccard係数に
よって評価した．その結果，すべての学部において，それぞれの将来の職種に関わる単語「医師，歯
科，薬剤，看護」が確認された．また，共起出現頻度上位 5 語は，医学部では「大切，重要，感じる，
医師，人」，歯学部では「歯科，他，理解，連携，行う」，薬学部では「医療，専門，知識，薬剤，患
者」，看護学部では「職種，考える，学ぶ，医療，連携」であり，学部による違いが確認された．共
通に抽出された語としては，「連携」が歯学部，薬学部，看護学部で，「感じる」が医学と歯学部で，

「考える」，「患者」，「医療」が薬学部と看護学部で確認された．
　全データを用いた分析によって抽出された52語について共起ネットワーク分析を行った．共起ネッ
トワーク分析では，単語が共通に出現する関係（共起関係）を線で結んだネットワークとして描画し，
視覚的に構造化する．共起ネットワークにおいて線で結ばれている単語度同士は近い「距離」にあり，
共通に出現していて共起関係がある．頻出語間の関連性の強度はJaccard係数を用いて評価した．図
4 はJaccard係数が0.25以上の強い共起性を示す共起ネットワークである．本研究では，各単語間の
関連性を確認するために「サブグラフ検出・modularity」を行った．サブグラフ（以下SG）内の単
語は強く関連しており，同じコメント内に出現しやすいことを示している．検出された 7 つのSGを

表 2　WS振りかえりアンケート項目

質　問　項　目

Q 1 ．自分の将来の職種の役割について理解できましたか．

Q 2 ．保健，医療，福祉に多職種が関わることについて理解できましたか．

Q 3 ．事例に対応する職種を患者や家族，医療者の視点で多角的に考えることができましたか．

Q 4 ．事例に対応する多職種の役割を階層的に考えることができましたか．

Q 5 ．事例に対する多職種の連携をイメージすることができましたか．

Q 6 ．多職種連携について学んだこと，考えたことをあげなさい．

図 3　アンケートの回答結果
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個別に見た結果，SG 1 では，「連携」を中心に，「行う」，「重要」，「職種」，「大切」が共起し，「職種」は，
「学ぶ」，「考える」と結びついていた．SG 2 では，「看護」を中心に，「薬剤」，「ケア」，「今回」が共
起し，「薬剤」は，「歯科―医師」と結びついていた．SG 3 では，「学部」を中心に「意見」，「自分」，「事
例」が共起し，「自分」は「思う」と結びついていた．SG 4 では，「医療」を中心に「チーム」，「患者」
が共起し，「患者」は「提供」と結びついていた．同様に観察すると，SG 5 では，「専門」を中心に，

「高い」，「それぞれ」が共起し，「高い」は「質―向上」と結びついていた．SG 6 では，「理解」を中
心に，「必要」，「他」が共起し，「必要」は「役割」と結びついていた．SG 7 では，「情報」と「共有」
が共起していた．
　ついて，KWICコンコーダンスを用いて，前後の文脈を含めて文中でキーワードが使用されている
場所を検索した．それぞれのSGでの記述例を示す．文中でのキーワードは下線付きの太字で示す．
SG 1 では，「多くの職種が関り，情報を共有し連携を図りながら協力することで多方面での専門的な
立場からの手助けを行うことが求められる」などの記述が，SG 2 では「医師や看護師，薬剤師はど
のような仕事をするのかを想像しやすかったが，歯科医師も口腔ケアを行うなどで他の医療職と関わ
ることは多くあるのだと感じた」などの記述が認められた．SG 3 では「同じ事例に対し他の学部の
視点からの意見が興味深かった」などの記述が認められた．SG 4 では「私たち医療従事者だけでな
く患者さん自身が主体性をもって，積極的にチームに参加してもらうことが重要である」などの記述
が，SG 5 では「専門性を高めることでプロフェッショナルとして相応しい仕事ができると感じるの
で日々学んでいきたい」などの記述が認められた．SG 6 では「他の専門職の役割の理解が必要であ
ることがわかった」などの記述が，SG 7 では「多職種連携で最も重要なことは，情報の共有である．」
などの記述が認められた．さらに，SG 1 はSG 3 ，SG 4 と関連していることから，学生の中で「互い
の役割を理解し，コミュニケーションをとりながら多職種が連携するチーム医療」のイメージが出来
ていることが示された．同じく，SG 4 とSG 6 が関連していることから，「チーム医療にはそれぞれの
高い専門性とその質の向上が必要である」と考えていることが示された．

表 3　出現頻度25以上の頻出語

抽出語 出現
回数 抽出語 出現

回数 抽出語 出現
回数 抽出語 出現

回数
職種 422 必要 89 提供 57 情報 31
医療 283 意見 88 視点 56 人 31
連携 253 感じる 87 様々 55 知識 31
患者 166 重要 85 改めて 54 向上 30
考える 166 役割 83 知る 52 多い 30
学ぶ 138 コミュニケーション 82 事例 50 行為 29
チーム 126 行う 81 質 43 出来る 28
思う 123 今回 72 関係 42 分かる 28
自分 109 医師 71 高い 40 将来 27
大切 103 看護 69 共有 39 スタッフ 26
専門 98 他 67 歯科 38 協力 26
理解 93 関わる 59 治療 38 薬剤 25
学部 90 それぞれ 58 ケア 33 良い 25
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表 4　学部によって出現が特徴的な語

医学部 歯学部 薬学部 看護学部
大切 .209 歯科 .148 医療 .195 職種 .361
重要 .200 他 .146 専門 .176 考える .350
感じる .188 理解 .143 知識 .173 学ぶ .343
医師 .168 連携 .138 薬剤 .157 医療 .326
人 .094 行う .133 患者 .153 連携 .290
大事 .088 今回 .126 連携 .145 患者 .283
治療 .085 将来 .123 考える .142 必要 .276
実際 .077 大切 .123 自分 .136 役割 .267
従事 .071 感じる .117 思う .135 看護 .266
状況 .070 思う .112 他 .134 学部 .254

＊数値はJaccard係数

図 4　アンケート自由記載文章による共起ネットワーク
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5 ．考察
　新型コロナウイルス蔓延の状況下，感染予防の観点から対面でのWSの実施が困難となり，IPEに
おいてもオンラインWSの実施が試みられるようになった2）．われわれは前報4）において，オンライ
ン会議システムzoomによるWSのメリットとデメリットを報告し，WSの効率的運用方法の検討の必
要性を示した．本研究では，前報において問題点として確認された「回線の安定性の確保，同時実施
可能人数の制限」への対応策の一つとして，現有設備の有効利用の観点から，大学教育において汎用
性の高いeラーニングシステムWebClassとファイル共有ツールOneDriveを併用したテキストコミュ
ニケーションによるWSを試みた．Zoomは映像と音声をやりとりできる点で優れており，汎用性も高
いが，前報で確認された上記の問題を解決するためには大学の通信回線のインフラの整備が必要であ
り，現段階で即時対応することは困難であった．そこで，zoomと同じく多人数間で同時にコミュニ
ケーションが取れて情報共有を簡単に素早くできるメリットがあり，通信回線への負荷が軽いチャッ
トによるテキストコミュニケーションをWSに応用することとした．WebClassのチャット機能につい
ては，学生が日常的に用いていることから，特に詳しい操作説明は実施しなかった．OneDriveにつ
いては，使用経験のない学生が多いことを想定して，カリキュラム初日にスライドと配布マニュアル
を用いて操作説明を実施した．また，各自で接続テストを行える時間帯を複数日において設けた．こ
れらの準備によって，チャットでディスカッションしながらテンプレートへ共同入力するというワー
クを問題なく実施することができた．
　テキストコミュニケーションのみでプロダクトを完成させるためには，グループメンバーそれぞれ
の思考の言語化が鍵となる．テキストコミュニケーションは，情報を表現する方法が「文章」だけに
限られており，声や表情といった要素の力を借りることができない．そのため，相手に情報を伝える
ときは，伝えたいことを文章に起こすために「思考や考えを言語化」する必要がある．また，テキス
トコミュニケーションでは，相手の表情が見えないため，相手の反応を伺うことが出来ず，コミュニ
ケ―ションにすれ違いを起こしやすい．このようなことから，本WSではグループワーク前の準備と
して個人ワークでマインドマップを作成させた．マインドマップは脳内で起こっている連想を使った
自然な思考プロセスを視覚化したもので，英国の教育者トニー・ブザンが提唱したノート法である5）．
1 枚の紙の上に表現していくので，できあがったマインドマップを見れば，それまでの思考や整理し
た情報が一覧できるという特徴がある．さらに，できあがったマインドマップを見て，新たな関連性
やつながりを発見できるという特徴もある．本来のマインドマップでは発想をそのままマップにして
いくが，今回は各自が職種の役割を詳細に検討し，その後のディスカッションに活用することを念頭
において，それぞれの階層の内容を「第 1 階層（メインブランチ）：職種，第 2 階層：行為，第 3 階
層：対象，第 4 階層：内容，第 5 階層：内容の詳細，第 6 階層：その他の考え」のように指定し，
OneDriveで共同編集するテンプレートの項目を対応させてディスカッションしやすくした．また，
メンバー間での意識のすれ違いを防ぐため，ディスカッションの経過をチャットとテンプレートを同
一画面上で視覚的に確認しながら進めていき，結果をプロダクトとしてまとめるように企画した．マ
インドマップはわが国の大学教育にも応用されており，高橋6）は，マインドマップが学習効果を高め
る要因を「思考整理因子」「対象把握因子」「作業効率因子」と定義し，脳の特性との関連からその有
用性を述べている．われわれも既報7）において対面でのWSでの応用成果を報告しており，テキスト
コミュニケーションに特化した本WSにおいてもマインドマップを有効に応用できることが確認され
た．さらに，本WSで作成したプロダクトをもとにして各自でフルマインドマップを作成することを
レポート課題としたことで，学習内容が定着することが期待された．
　本WSによる多職種連携への理解の程度を確認するため，振りかえりアンケートの自由回答をテキ
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ストマイニングで分析した．テキストマイニングは質的データを分析する研究手法として，社会学，
看護学，臨床心理学，教育学等の様々な分野で用いられており8-10），ビッグデータを活用する分析手
法として企業戦略にも応用されている11）．本研究でも行なったように，教育内容についての理解度は
アンケート調査の数値回答でも評価することができる．しかしながら，「どのように理解したか」と
いう内容を確認することはできない．テキストマイニングを応用する意義はそこにある．本WSの効
果を学生の自由回答を用いて共起分析した結果，共起ネットワークから，「多職種連携」，「コミュニ
ケーション」，「医師，歯科医師，薬剤師，看護師の連携」，「他学部の視点からの意見」，「患者がチー
ム医療の一員であることの認識」，「専門性を高めること」，「他専門職の役割を理解すること」，「情報
共有」が重要であることについて学生が理解したことが示され，IPEの目標が達成されたことが確認
できた．

6 ．まとめ
　新型コロナウイルス感染症蔓延の状況下においてIPEを安全に実施するため，非対面式のテキスト
コミュニケーションに特化したオンラインWSを企画・実施し，その効果を確認した．今後は学生の
レポートとプロダクトへのテューターからのコメントを用いてテキストマイニングを実施し，WSの
内容を改善していきたいと考える．
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